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４
月
５
日
、
茅
野
市
美
術
館
の
公
募
写
真
展
「
寿
齢

讃
歌
Ⅳ
」
の
第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
同
館
で
開

か
れ
、
写
真
家
の
木
之
下
晃
さ
ん
が
身
近
な
お
年
寄
り

の
方
た
ち
の
姿
を
記
録
に
残
そ
う
、
お
年
寄
り
の
元
気

に
つ
な
が
る
よ
う
に
カ
メ
ラ
を
向
け
よ
う
、
と
語
り
か

け
ま
し
た
。 

 

こ
の
写
真
展
は
今
回
で
４
回
目
。
毎
年
参
加
者
が
増

え
て
い
ま
す
。
日
本
福
祉
大
学
は
、
今
年
か
ら
写
真
展

へ
の
「
協
賛
」
を
決
め
ま
し
た
。 

 

加
藤
学
長
の
任
期
は
本
年
４
月
か
ら
。
１
日
の
入
学

式
が
最
初
の
学
内
行
事
で
、
美
術
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
対
外
的
な
最
初
の
公
式
行
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

福
祉
文
化
の
創
造
は
大
学
に
と
っ
て
も
大
切
な
課
題

で
、
「
高
齢
者
問
題
」
で
は
、
困
難
を
抱
え
た
形
へ
の

手
厚
い
支
援
と
と
も
に
、
多
数
の
元
気
な
お
年
寄
り
の

方
た
ち
の
知
恵
と
力
も

活
か
し
て
い
く
こ
と
か

が
と
て
も
大
事
だ
、
と

発
言
。
学
生
や
高
校
生

な
ど
若
い
世
代
へ
の
期

待
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

木
之
下
さ
ん
は
昨
年

の
作
品
を
壇
上
で
て
い

ね
い
に
紹
介
し
、
作
品

を
解
説
し
な
が
ら
、
コ

ン
テ
ス
ト
形
式
で
は
な

い
、
こ
の
企
画
の
独
自

の
意
義
を
強
調
し
、
若

い
世
代
の
参
加
を
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
。 
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お知らせ 

4 

受験対策講座開講の 
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日
本
福
祉
大
学
は
、
本
年

度
、
通
学
課
程
６
学
部
で
１
，

２
９
０
名
余
、
通
信
教
育
部
で

は
正
課
生
２
，
５
０
０
名
余
の

新
入
生
を
全
国
44
都
道
府
県
か

ら
受
け
入
れ
ま
し
た
。 

 

長
野
県
か
ら
は
40
余
校
、
98

名
の
入
学
者
が
あ
り
、
１
日
の

入
学
式
の
後
に
は
、
学
内
で
活

躍
す
る
各
地
の
学
生
県
人
会
の

集
い
が
行
わ
れ
、
長
野
県
人
会
で
は
上
級
生
も
参
加
し
た
交

流
会
が
開
か
れ
、
ふ
る
さ
と
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 

 

翌
日
か
ら
は
、
各
学
部
ご
と
に
学
習
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
、
経
済
学
部
、
福
祉
経
営

学
部
、
健
康
科
学
部
、
子
ど
も
発
達
学
部
、
国
際
福
祉
開
発

学
部
で
は
、
合
宿
形
式
の
新
入
生
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
経
済
学
部
で
は
名
古
屋
市
内
の
産
業
技
術
記
念
館
を

訪
問
し
、
夜
は
上
級
生
に
よ
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ク
イ

ズ
大
会
」
、
福
祉
経
営
で
は

「
新
入
生
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

作
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
、
そ
の

他
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
種
目

を
取
り
入
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
ゼ
ミ
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
戦
な
ど
学
部
毎
の
ユ
ニ
ー

ク
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、

中
で
も
、
各
学
部
と
も
上
級

生
の
積
極
的
な
サ
ポ
ー
ト
が

注
目
さ
れ
ま
し
た
。 
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子ども発達学部・紙芝居実演 

経済学部の産業技術記念館見学 



日本の大学で一番大きな実習運営組織です 

 

松
本
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
松
本
オ
フ
ィ
ス
独
自
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。 

（http
://w

w
w

.n-fukushi.ac.jp/block/
m

atsum
oto/ind

ex.htm
l

） 

日
本
福
祉
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.n-fukushi.a

c.jp/

）
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
＆
地

域
オ
フ
ィ
ス
」
に
あ
る
、
松
本
オ
フ
ィ
ス
の
ペ
ー
ジ

に
も
リ
ン
ク
が
張
ら

れ
て
い
る
。 

 

高
校
生
向
け
の
入

学
説
明
会
や
資
格
対

策
講
座
、
地
域
や
同

窓
会
の
情
報
等
、
長

野
県
に
密
着
し
た
サ

イ
ト
に
な
っ
て
い
る 

。
日
本
福
祉
大
学
と

松
本
オ
フ
ィ
ス
を
知

り
た
い
方
、
今
す
ぐ

ア
ク
セ
ス
を
！ 

松本オフィス・ホームページ公開！ 

あなたの街の高校訪問！ 
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松本オフィス通信 

流
木
で
癒
し
の
空
間
を
作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

  
 

明
科
高
校
で
は
、
長
野

県
学
校
科
学
教
育
奨
励
金
を

受
け
て
「
癒
し
の
中
庭
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

 

梓
川
の
ダ
ム
に
浮
か
ぶ
流

木
を
使
っ
て
、
看
板
や
テ
ー

ブ
ル
、
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ブ

ジ
ェ
が
製
作
さ
れ
、
校
内
に

展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
庭
に
は
、
カ

モ
シ
カ
や
マ
ン
モ
ス 

、
ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ト

（
写
真
）
が
飾
っ
て

あ
り
、
人
形
〝
憩
う

人
〟(

写
真
）
が
安

ら
ぎ
の
空
間
を
主
宰

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
美
術
室
に
は
、
美
術

の
授
業
で
製
作
し
た
明

科
版
の｢

村
の
家
」
が
あ

り
、
世
界
の
村
が
集
ま 

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

担
当
し
た
美
術
の
江
原

先
生
の
「
つ
く
る
面
白

さ
、
楽
し
さ
を
発
見
さ
せ
た
い
」
、
「
生
徒
た
ち

の
作
品
か
ら
、
芸
術
は
人
を
変
え
る
力
が
あ
る
こ

と
を
学
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
が
、
作
品
を
通
し

て
、
私
た
ち
の
胸
に
も
響
い
て
来
ま
す
。 

須
商
ま
ち
か
ど
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
「
く
ま
す
ぎ
」 

  

須
坂
商
業
高
校
で
は
、
昭
和
５
年
に
第
１
回
販

売
実
習
を
行
っ
て
以
来
、
２
０
０
８
年
度
ま
で
実

に
69
回
に
わ
た
っ
て
「
須
商
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
開

か
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
来

場
者
が
４
，
７
０
０
名
に
の
ぼ
っ
た
ほ
ど
で
す
。 

 

「
く
ま
す
ぎ
」
は
、
須
坂
市
の
商
工
会
議
所
か

ら
地
域
活
性
化
へ
の
支
援
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な

り
、
市
街
地
で
の

販
売
活
動
と
し
て

取
り
組
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の

で
す
。 

 

販
売
さ
れ
る
の

は
、
全
国
の
農
業

高
校
や
水
産
高
校

な
ど
で
生
産
・
加

工
さ
れ
た
商
品
。

市
場
に
あ
ま
り
顔

を
出
さ
な
い
よ
う 

な
珍
し
い
商
品
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。
富
山
の
高
校
か
ら
さ
ん
ま

の
昆
布
巻
、
い
か
の
燻
製
、
い
か
め
し
な
ど
が
仕

入
れ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
商
品

は
、
生
徒
達
が
独

自
に
交
渉
し
て
仕

入
れ
て
い
ま
す
。 

  

「
く
ま
す
ぎ
」

は
須
坂
市
の
市
木 

。
地
域
に
根
ざ
し

て
大
き
く
成
長
し

よ
う
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

（
写
真
・
く
ま
す
ぎ
の
ブ
ロ
グ
よ
り
） 

明
科
高
校 

須
坂
商
業
高
校 

 

通
信
教
育
部
を

含
め
、
大
学
全
体

の
社
会
福
祉
士
、

精
神
保
健
福
祉
士

の
実
習
教
育
を
運

営
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
、
日
本
福
祉

大
学
の
実
習
教
育

セ
ン
タ
ー
。
12
号

館
の
３
階
に
あ
り

ま
す
。
セ
ン
タ
ー

長
の
柿
本
社
会
福

祉
学
部
教
授
以
下 

、
20
数
名
の
教
職
員
が
、
年
間
１
，
３
０
０
名
近
い

実
習
学
生
を
支
援
し
、
１
，
８
０
０
に
お
よ
ぶ
実
習

施
設
・
公
的
機
関
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
実
習
の
充

実
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
場
合
、
実

習
を
行
わ
な
か
っ
た
県
は
２
県
だ
け
だ
っ
た
と
か
。

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
セ
ン
タ
ー
と
一
体
と
な
っ

て
、
事
前
指
導
か
ら
各
地
の
現
場
実
習
指
導
を
担
当

す
る
講
師
も
２
０
０
名
を
数
え
ま
す
。 

ダックスフント 

憩う人 マンモス 

カモシカ 



 「無伴奏」 松本オフィスに畦地版画を寄贈 高遠の街づくり支援 
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四
賀
ア
イ
・
ア
イ 

 

経
済
学
部
・
加
茂
ゼ
ミ
で
は
、
今
年
度
、
伊
那

市
と
合
併
し
た
旧
高
遠
町
を
事
例
と
し
て
「
平
成

の
大
合
併
」
の
検
証
と
今
後
の
街
づ
く
り
を
考
え

る
調
査
活
動
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

同
町
で
四
代
に
わ
た
っ
て
「
高
遠
亀
ま
ん
頭
」

を
作
っ
て
き
た
平
沢
優
司
さ
ん
は
、
「
合
併
は
、

終
わ
り
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
。
花
見
シ
ー
ズ
ン
だ

け
で
は
な
い
観
光
事
業
の
年
間
活
動
な
ど
、
住
民

が
い
っ
そ
う
主
人
公
に
な
っ
て
活
動
し
な
け
れ

ば
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
地
場
の
活
動
と
大
学
・

学
生
の
取
り
組
み
が
結
ば
れ
る
と
き
、
新
た
な
可

能
性
が
生
ま
れ
ま
す
。 

 

松
本
市
旧
四
賀
村
に
福
寿

草
が
咲
く
頃
、
知
的
障
害
者

更
生
施
設
「
四
賀
ア
イ
・
ア

イ
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

入
所
・
通
所
あ
わ
せ
て
利

用
者
の
方
は
59
人
と
、
利
用

者
の
生
活
を
支
え
る
職
員
が

40
名
余
と
い
う
規
模
の
知
的

障
害
者
施
設
で
す
。 

 

四
賀
ア
イ
・
ア
イ
の
活
動
に
つ
い
て
、
生
活
支

援
部
長
の
赤
羽
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
施
設
の
開
所
時
に
施
設
長
を
引
き
受
け
ら

れ
た
の
が
中
学
の
美
術
の
先
生
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
利
用
者
に
障
害
者
ア
ー
ト
を
通
し
て
充

実
し
た
生
活
を
送
っ

て
欲
し
い
と
い
う
思

い
で
、
絵
画
だ
け
で

な
く
、
陶
芸
や
劇
な

ど
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た

歴
史
が
あ
り
ま
す
。

現
在
も
芸
術
活
動
を

続
け
ら
れ
て
い
て
、

廊
下
な
ど
に
利
用
者

の
方
の
作
品
が
展
示

さ
れ
、
見
学
者
の
心
を
打
ち
ま
す
。 

 

施
設
の
入
り
口
近
く
に
は
利
用
者
と
職
員
が
働

く
「
喫
茶
店
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
パ
ン

や
カ
レ
ー
、
餃
子
な
ど
を
作
っ
て
い
て
、
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
は
ご
近
所
の
方
も
み
え
る
と
か
。
ま
た
パ

ン
は
訪
問
販
売
も
行
わ
れ
、
一
一
〇
円
均
一
。

味
、
価
格
、
ボ
リ 

ュ
ー
ム
で
満
点
の

出
来
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
活

動
を
通
し
て
、
四

賀
ア
イ
・
ア
イ
は

地
域
貢
献
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

福祉の現場から・・・ 

 

現
場
か
ら
の
声 

～
卒
業
生
の
今
～ 

 
 

 
 

伊
那
市
社
会
福
祉
協
議
会 

伊
藤
直
哉 

  

私
は
21
世
紀
の
始
ま
っ
た
年
に
大
学
を
卒
業
し
た
。

長
野
に
帰
る
つ
も
り
は
さ
ら
さ
ら
な
か
っ
た
が
、
３
年

生
の
と
き
に
実
習
を
行
っ
た
施
設
か
ら
「
一
人
空
き
が

出
る
か
ら
こ
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
松
本
で
働

く
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

共
同
作
業
所
か
ら
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
て
間
も
な
か
っ
た
そ
の
施
設
は
、
利
用

者
も
職
員
も
若
く
元
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。
社
会
人

と
し
て
初
め
て
働
い
た
施
設
。
ま
だ
ま
だ
自
分
に
は

も
っ
と
仕
事
が
で
き
る
は
ず
だ
と
、
う
ぬ
ぼ
れ
た
思
い

か
ら
３
年
で
そ
の
施
設
を
辞
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

と
転
職
し
た
。 

 

今
は
社
協
で
福
祉
活
動
専
門
員
と
し
て
働
い
て
い
る

が
、
「
社
協
っ
て
何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？｣

と
聞
か
れ

れ
ば
困
っ
て
し
ま
う
。
『
社
協
と
は
』
一
言
で
言
う
の

で
あ
れ
ば
、
「
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
汗
を
か
き
な
が

ら
地
域
福
祉
の
推
進
を
行
う
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
全
社

協
の
前
部
長
さ
ん
が
言
っ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
「
“
地

域
福
祉
”
っ
て
何
？
」
と
聞
か
れ
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た

困
っ
て
し
ま
う
。
で
は
、
こ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
。 

 

松
本
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
と
き
に
は
、
ア
パ 

ー
ト
住
ま
い
で
あ
っ
た
が
、
隣
の
人
の
顔
す
ら
知
ら
な

か
っ
た
し
、
玄
関
先
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
も
返
事
す
ら

な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
い
か
ん
。
困
っ
て
い
る
人
を
見

か
け
た
ら
助
け
て
あ
げ
る
よ
。
逆
に
困
っ
た
と
き
に
は

助
け
て
ね
。
そ
ん
な
関
係
づ
く
り
が
“
地
域
福
祉
の
推

進
”
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
ん
な
こ
と
を
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
考
え
な
が
ら
、
社
協
の
基
本
目
標
で
あ
る
“
ふ
れ
あ

い
、
支
え
あ

い
、
助
け
合

う
、
お
互
い
様

の
地
域
づ
く

り
”
の
推
進
を

行
っ
て
い
る
、

社
会
人
９
年
目

の
春
が
や
っ
て

き
た
。 

生活支援部長の赤羽さん(右) 

伊藤さん(社協にて） 

 

松
本
市
内
で

も
歴
史
の
あ
る

商
店
街
の
１
つ

と
し
て
名
高
い

中
町
通
り
。
そ

の
一
角
に
、
版

画
や
リ
ト
グ
ラ

フ
を
主
に
扱
っ

て
お
ら
れ
る

『
無
伴
奏
』
と

い
う
画
廊
が
あ

り
ま
す
。
主
催

の
西
沢
雅
子
さ
ん
か
ら
こ
の
度
、
松
本
オ
フ
ィ
ス

の
開
設
を
記
念
し
て
、
山
の
版
画
家
と
し
て
名
高

い
畦
地
梅
太
郎
（
あ
ぜ
ち
う
め
た
ろ
う
）
さ
ん
の

版
画
作
品
「
圏
谷
に
憩
う
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。 

 

実
兄
が
福
祉
大
の
教
員
で
あ
っ
た
こ
と
、
ご
自

身
も
戦
後
最
初
に
で
き
た
社
会
事
業
専
門
学
校
の

二
期
生
と
し
て
、
仙
台
の
日
赤
病
院
等
で
相
談
援

助
業
務
を
経
験
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
日
本
福
祉

大
学
の
松
本
で
の
活
動
に
期
待
し
て
い
る
と
し
て

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

寄
贈
さ
れ
た
作
品
は
１
９
５
８
年
に
製
作
さ
れ

た
も
の
。
後
期
に
は
、
山
男
、
鳥
な
ど
、
デ
フ
ォ

ル
メ
と
大
胆
な
輪
郭
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
画
風
も
、
こ
の
時
期
は
過
渡
期
。
表
現
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
、
若
き
版
画
家
の
貴
重
な
作
品

で
す
。 

画廊を主催している西沢雅子さん 

（
利
用
者
の
方
の
作
品
） 
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日本福祉大学 

  
 

寿
齢
讃
歌
の
こ
の
企
画
は
、
今
年
で
４
回
目
を 

 

迎
え
ま
す
。
こ
の
写
真
展
は
賞
を
与
え
る
コ
ン
テ 

 

ス
ト
で
は
な
く
、
人
生
が
写
し
出
さ
れ
る
高
齢
者 

 

の
表
情
を
大
切
に
記
録
し
、
未
来
へ
の
遺
産
に
し 

 

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

日
本
福
祉
大
学
は
、
こ
の
企
画
に
協
賛
し
、
支 

 

援
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
高
校
生
が
高 

 
齢
者
と
の
結
び
つ
き
を
よ
り
深
め
、
人
生
の
先
輩 

 
か
ら
多
く
を
学
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
 

応
募
作
品
は
、
写
真
家
・
木
之
下
晃
氏
の
講
評
を
経
て
モ
ノ
ク
ロ
デ
ジ 

 

タ
ル
プ
リ
ン
ト
し
、
茅
野
市
美
術
館
内
に
展
示
し
ま
す
。
ま
た
参
加
者
の 

 

方
々
に
は
、
公
募
作
品
を
掲
載
し
た
作
品
集
を
差
し
上
げ
る
こ
と
に
な
っ 

 

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
身
近
な
被
写
体
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て
み
る
の 

 

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

【
募
集
要
項
】 

 

◆
テ
ー
マ 

 
 

人
生
を
積
み
重
ね
た
高
齢
者
の
奥
深
い
表
情
を
撮
影
す
る
。 

 
 

被
写
体
は
お
お
む
ね
八
十
歳
以
上
の
方
々
。 

 

◆
応
募
資
格 

 
 

年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ
な
い
。 

 

◆
参
加
費 

 

 
 

[

一
般
・
成
人]  

１
人
１
作
品
の
場
合
、
２
０
０
０
円
。 

 
 

[

高
校
生
以
下]  

１
人
１
作
品
の
場
合
、
１
５
０
０
円
。 

 
 

※
作
品
１
枚
増
す
ご
と
に
プ
ラ
ス
５
０
０
円
。 

 
 

 

応
募
枚
数
は
１
人
２
枚
ま
で
。 

 

◆
応
募
期
間 

 
 

２
０
０
９
年 

４
月
１
日(

水)

～
５
月
31
日(

日)  
 

◆
応
募
方
法 

 
 

茅
野
市
民
館
事
務
室
窓
口
に
て
参
加
費
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
作
品 

 

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
に
直
接
提
出
で
き
な
い
場
合
は
、
作
品
を 

 

厚
紙
に
挟
む
な
ど
し
て
折
れ
な
い
よ
う
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
費 

 

は
、
左
記
の
郵
便
振
替
口
座
に
入
金
し
て
く
だ
さ
い
。
（
要
手
数
料
） 

 
[

口
座
番
号]

０
０
５
５
０-

５-

３
８
１
７
２ 

 
 

 
 

 
 

加
入
社
名
・
株
式
会
社
地
域
文
化
創
造 

  

※
詳
し
く
は
、
茅
野
市
美
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

【
茅
野
市
美
術
館
】 

茅
野
市
仲
町
１
番
22
号(

茅
野
市
民
館
内) 

 
 

電
話 

:  

０
２
６
６-

８
２-

８
２
２
２ 

 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ:  

０
２
６
６-

８
２-

８
２
２
３ 

 
 

Ｈ
Ｐ 

:  
http

://w
w

w
2.chinoshi.net/shim

inkan/m
useum

/ 

木之下 晃 氏 

 

【
大
学
説
明
会
の
ご
案
内
】 

  

・
日
程 

 

 
 

２
０
０
９
年
４
月
～
６
月 

 
 

（
４
月
11
日
～
隔
週
土
曜
日
） 

 

・
場
所 

 

 
 

日
本
福
祉
大
学
松
本
オ
フ
ィ
ス 

 

・
内
容 

 

 
 

大
学
入
学
希
望
者
に
、
個
別
に
大
学 

 
 

案
内
を
行
い
ま
す
。
個
別
相
談
を
希 

 
 

望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
松
本
オ
フ
ィ 

 
 

ス
ま
で
お
電
話
で
都
合
の
い
い
日
程 

 
 

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

【
受
験
対
策
講
座
の
ご
案
内
】 

  

２
０
０
９
年
度
は
左
記
の
講
座
を
開
設
し
ま
す
。 

  

◆
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
受
験
対
策
講
座 

 
 

・
日
程 

 

７
月
15
日
～
10
月
14
日 

 
 

・
場
所 

 

松
本
市 

な
ん
な
ん
広
場 

 
 

・
受
講
料 

講
座
１
回 

１
２
５
０
円(

全
12
回) 

 
 

 
 

 
 

 

テ
キ
ス
ト
代
別 

 
 

・
申
し
込
み
期
間 

５
月
11
日
～
６
月
30
日 

日本福祉大学 松本オフィス 

■プロフィール 

 木之下 晃（Akira Kinoshita） 
  長野県諏訪市に生まれる。諏訪清陵高校卒業後、日本福祉大学で学ぶ。中日新聞社、博報堂を経て、 

  フリーの写真家となり、音楽関係の写真を専門に国内外で活躍。日本福祉大学客員教授。 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
お
知
ら
せ 

  

春
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま

す
。
受
験
大
学
を
決
め
る
前
に
「
知
り
た
い
こ

と
」
「
聞
き
た
い
こ
と
」
に
お
応
え
し
ま
す
！ 

  

・
日
時 

 
 

５
月
９
日
（
土
）
美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス 

 
 

５
月
10
日
（
日
）
半
田
キ
ャ
ン
パ
ス 

 
 

（
両
日
と
も
10
時
45
分
～
16
時
） 

 

※
詳
し
く
は
大
学
の
入
学
広
報
課
ま
で 

 
 

電
話 : 

０
５
６
９
‐
８
７
‐
２
２
１
２ 


